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   第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、川崎市消防局（以下「消防局」という。）が使用する車 

両の適正な管理に関し必要な事項を定めるものとする。 

（用語の意義） 

第２条 この訓令において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め 

るところによる。 

（１）車両 道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号。以下「法」という 

。）第２条第２項及び第３項に規定する自動車及び原動機付自転車で消防

局が管理するものをいう。 

（２）緊急自動車 道路運送車両の保安基準（昭和２６年運輸省令第６７号） 

第１条第１３項に規定する緊急自動車で消防局が管理するものをいう。 

（３）消防団車両 前項の車両のうち川崎市消防団の設置及び定員等に関する 

  条例（昭和３８年川崎市条例第３１号）別表に規定する消防団に配置され    



  ている車両をいう。 

（４）所属 川崎市消防局の組織に関する規則（昭和３８年消防局規則第４７ 

  号）第４条に規定する内部組織の課（隊を含む。以下同じ。）並びに川崎  

  市消防本部及び消防署の設置等に関する条例（昭和３８年川崎市条例第３  

  ０号）別表に規定する消防署をいう。 

（５）運転者 勤務中に車両の運転を行う職員をいう。 

   第２章 車両の管理 

（統括車両管理者） 

第３条  車両の整備及び管理の統括のため統括車両管理者を置く。 

２ 統括車両管理者は、消防局長をもって充てる。 

（副統括車両管理者） 

第４条  前条に規定する統括車両管理者を補佐するため、副統括車両管理者を 

 置く。 

２ 副統括車両管理者は、総務部長をもって充てる。 

 （車両管理責任者） 

第５条  第６条に規定する車両管理者を統括し、車両に関する事務を総括する 

ため車両管理責任者を置く。 

２ 車両管理責任者は、施設装備課長をもって充てる。 

（車両管理者） 

第６条  所属に車両管理者を置く。 

２ 車両管理者は、所属の長をもって充てる。 

 （車両管理者の責務） 

第７条 車両管理者は、第８条に規定する整備管理者と連絡協調し、次の各号 

に掲げる業務を行うものとする。 

（１）車両の適正な維持管理に関すること。 



（２）車両の効率的運行に関すること。 

（３）車庫内の整頓及び清掃に関すること。 

（４）車庫内外の火災及び盗難予防の措置に関すること。 

（５）車庫備付工具の整備及び保管に関すること。 

（６）その他車両及び車両の管理に関すること。 

（７）第８条に規定する整備管理者の推薦に関すること。 

（整備管理者） 

第８条 車両の適正な管理及び整備のため、所属に整備管理者を置く。 

（整備管理者の選任） 

第９条 整備管理者は、車両管理者が所属職員のうちから推薦し、消防局長が 

選任するものとする。 

 （整備管理者の資格） 

第１０条 整備管理者は、道路運送車両法施行規則（昭和２６年運輸省令第７ 

４号）第３１条の４の規定による資格を有するものとする。 

 （整備管理者の責務） 

第１１条 整備管理者は、車両管理者と連絡協調し、次の各号に掲げる業務を 

行うものとする。 

（１）第１４条及び第１５条の規定による点検の実施に必要な指導及び助言に

関すること。 

（２）第１６条及び第１７条の規定による点検に関すること。 

（３）前２号の点検のほか、必要に応じて点検すること。 

（４）車両運転時の留意事項を運転者に指示すること。 

（５）自動車検査証（緊急自動車届出書を含む。）及び点検整備記録簿を管理

すること。 

（６）車両の管理に関する業務を行うこと。 



（７）借入れ車両及び貸出し車両の管理に関する業務を行うこと。 

（８）燃料の節約に留意し、その使用を監督すること。 

（９）前各号に掲げる事項を処理するため、運転者を指導し、または監督する

こと。 

（運転者の業務） 

第１２条 運転者は、整備管理者の指示に従うとともに、次の各号に掲げる業 

 務を実施し、車両の管理を行うものとする。 

（１） 第１４条、第１５条及び第１７条に規定する点検 

（２） 車両の手入れ 

（３） 車両異常発見時の整備管理者への報告 

（４） 車両の運行内容、点検の実施結果、その他必要な事項の記録 

 （車両情報の管理） 

第１３条 車両管理責任者は、車両の管理に必要な事項を整理しておかなけれ 

ばならない。 

  第３章 車両の点検 

（運行前点検等） 

第１４条 運転者は、車両について法第４７条の２の規定による点検を、車両 

の運行開始前に実施するものとする。 

２ 運転者は、車両の運行終了後に車両の状況を点検するものとする。 

 （毎日点検） 

第１５条 運転者は、毎朝９時に緊急自動車の点検、当該緊急自動車の搭載装 

置等の作動点検を実施するものとする。 

 （毎月点検） 

第１６条 整備管理者は、毎月１回車両全般の保守点検を実施しなければなら 

ない。 



 （特別点検） 

第１７条 整備管理者及び運転者は、毎年１回車両全般の特別点検を実施し、 

結果を車両管理者に報告しなければならない。 

 （定期点検） 

第１８条 車両管理責任者は、法第４８条の規定による定期点検（以下「定期 

 点検」という。）の計画を定め、車両の定期点検を実施させなければならな 

い。 

２ 車両管理者は、前項に規定する定期点検を行う場合、統括車両管理者に申 

請しなければならない。 

 （継続検査） 

第１９条 車両管理責任者は、法第６２条に規定する継続検査（以下「継続検 

査」という。）の計画を定め、車両の継続検査を実施させなければならない 

。 

２ 車両管理者は、前項に規定する継続検査を行う場合、統括車両管理者に申 

請しなければならない。 

   第４章 燃料の管理 

 （燃料の補給） 

第２０条 車両の燃料の給油場所については、別に定める給油取扱所のほか自 

家用給油取扱所とする。ただし、緊急を要する場合はこの限りでない。 

 （燃料の管理） 

第２１条 自家用給油取扱所を有する所属の整備管理者は、燃料の状況を適正 

に管理しなければならない。 

   第５章 車両の整備 

 （車両整備） 

第２２条 整備管理者は、必要に応じて車両の整備を実施しなければならない 



。 

 （整備の手続等） 

第２３条 車両管理者は、整備及び消耗品の請求を行う場合、統括車両管理者 

に申請しなければならない。 

   第６章 雑則 

 （委任） 

第２４条 この訓令に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

 この訓令は、平成２２年４月１日から施行する。 


